






















































光経済』第 49 巻第 3 号（2017.3）が出版されたときの編集委員長は，たまたま私が務めておりました。
そのときの出版に関わる事情を少しご披露いたします。山村先生のご論文は大部なものが多く，校正な
どにもかなり時間がかかるものでした。この論文の校正の時は体調が悪くなられたため時間がかかって









までに出版され，『和光経済』第 49 巻第 3号を病床の先生にお届けすることができました。先生は大変
喜ばれて，では次の論文の準備をしなければと奥様に申されたと，奥様は涙ながらにご披露くださいま
した。私はそのお話をお伺いしたとき，背筋に衝撃が走ったような気がしました。先輩から後輩への叱
咤激励のような気がしたものです。論文は書けるときに書きなさい，論文を書いてこそ学者だといわれ
ているような気がしました。
　人生における恩師は，人生の局面においてその時々に存在するのではないかと思います。学生時代に
将来の方向性を示唆していただいた恩師，研究者としての出発を導いてくださった恩師，人間としての
生き方を示してくださった恩師，社会人としてのスタートを促していただいた恩師などではないかと思
います。私にとって山村先生は人間としての生き方を示してくださった恩師でありました。山村先生に
感謝するとともに，心よりご冥福をお祈りいたします。
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